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〈
季

節

股
町
代
て

保

育

所

〉

明
治
二
十
五
年
十
一
一
月
二
十
五
日
生

判
日
町
三
枚
僑
二
九
六

段
業

尚
教
育
委
員
長
に
林
秀
淀
氏
が
互
選

一
一
、
昭
和
二
十
九
年
八
月

1
三

十

六

年

さ

れ

ま

し

た

一

粉
河
町
議
会
議
員

一
一、

昭
和
三
十

一
年

九

月

土

手

三
年

八

生

活

の

安

定

と

老

後

を

守

る

一

月

国

民

年

金

は

つ

い

て

一

産
業
常
任
委
員
会
委
員
長

一
て

昭

和

三

十
三
年
九
月
J

三
十
五
年
九

一

日
川

一

建
設
常
任
委
員
会
委
民
長

蝿
て

昭

和

三
十
三
年
九
月

’一
二
十
六
年

富
山
県
都
市
計
画
地
方
税
議
会
委

員

て
昭
和
三
十
四
年
六
月
｛
一
二
十
六
年
九

月
海
岸
侵
蝕
対
策
特
別
委
員
会
委
員

易
A

朝

町

議

会

議

員

日藤

田

之

次

郎

氏

逝

去

六円送料場
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本
年
四
月
よ
り
刷
拠
出
制
の
同
民
年
金
が

締
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
す
で
に
大
．
せ

い
の
人
々
が
保
険
料
を
納
め
ら
れ
・
ま
し
た

が
、
主
だ
納
め
ら
れ
な
い
方
は
是
非
こ
の

十
月
中
に
、
役
場
、
保
協
、
ぬ
協
で
年
金

印
紙
を
買
っ
て
必
ず
検
認
を
受
け
て
下
さ

い。

（
こ
の
保
険
料
が

一
定
の
期
日
ま
で

に
納
め
て
検
認
を
受
け
て

い
な
い
と
万
一

の
ケ
ガ
又
は
不
幸
に
あ
っ
て
も
福
祉
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
凶
縫
に
な
り
ま
す
。
）

民

生

課

若

葉

企』
~ 

表

彰

下
山
新
児
童
ク
ラ
プ

昨
年
の
夏
か
ら
活
発
な
活
動
を
続
け
て

い
る
大
家
庄
校
下
下
山
新
児
童
ク
ラ
ブ
若

葉
会
は
こ
の
た
び
県
東
防
犯
組
合
協
力
会

（
会
長
本
村
本
松
）
並
に
入
誇
警
察
署
長

よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

こ
の
児
童
会
は
大
人
と
子
ど
も
が
一
体

と
な
っ
て
こ
の
春
か
ら
夏
休
み
中
の
楽
し

い
遊
び
を
中
心
と
し
た
活
動
や
世帯
仕
に
よ

っ
て
児
童
た
ち
白
か
ら
部
活
の
環
境
を
浄

化
し
余
暇
を
替
用
し
な
が
ら
健
全
に
夏
休

み
を
過
し
た
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
同
児
護
会
で
は
由
民
繁
則
の
終
る
の

を
待
っ
て
現
在
農
繁
期
の
た
め
休
館
中
の

児
主
凶
器
館
を
再
開
し
、

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー

ム
、
様
化
、
ク
リ

ス
マ
ス
行
引
等
の
活
動

を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

尚、

子
ど
も
た
ち
は
冬
の
室
内
運
動
の

た
め
に
公
民
館
に
ピ
ン
ポ
ン
台
を
備
え
て

下
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。
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E
－
n
h
v
守
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引
き
継
ぎ
は
ボ
l
ル
と
バ
ト
ン

ポ
ー
ル
が
ゴ
l
ル
に
入
る
ま
で
く
り
か

出
発
合
図
の
号
制
で
一

輪
掠
ハ
依
が
一

俵
横
に
し
て
の
ゼ
て
あd

る
」
を
押
し
、

二
十
米
前
方
の
肱
を
ま
わ
り
、
引
き
継

ぎ
は
前
の
者
が
航
を
ま
わ
っ
て
か
ら
五

米
の
聞
で
す
る
。
決
勝
は
般
的
肘
走
者
が

旗
を
ま
わ
り

一
輪
車
か
ら
だ
と
も
に
仙
献

を
通
過
で
、
き
め
る
。
依
は
「
タ
テ
ム

シ
ロ
」
で
作
り
、
必
ず
織
に
し
て
和
む

こ
と
と
一

輪
車
は
「
タ
イ
ヤ
」
の
太
レ

の
を
用
い
る
。

＠
，コ
i
ル
ハ
イ
継
走

（
男
）

年
令
満
二
十
六
才
以
上
凶
十
五
才
ま
で

人

員

二

十

名

決

勝

二
回

出
発
会
図
の
号
砲
ま
で
僚
の

一
部
が
地

に
つ
い
て
い
る
、
引
き
鰍
ぎ
は
前
の
者

が
旗
を
ま
わ
っ
て
か
ら
五
米
の
聞
で
す

る
、
決
勝
は
最
終
走
者
が
旗
を
ま
わ
り

俵
、
か
ら
だ
と
も
に
総
を
通
過
し
た
と

き
で
き
め
る
。

＠
豊
年
継
走
（
女
）

年
令
満
二
十
六
才
以
上
人
員
二
十
名

決
勝
二
回

用

具

一
輪
車
（
さ
ら
づ
き
）

俵
一
俵
ぐ
も
み
が
ら
の
入
っ
た
も
の
U

重
量
陀
・
印

若

六
質

一
、
採
点
種
目

①
小
学
校
六

O
O米
継
走

四
、
五
、
六
年
男
女
各

一
名
決
勝
二
回

走

願

四

l
六

年

男

女

女
男
女
男

＠
中
学
校
六

O
O
米
継
走

一
二
三
年
男
女
各
一
名
決
勝
二
回

走
願

一
｜
三
年
男
女
女
男
女
男

①
重
量
運
搬
継
走
（
男
）

年
令
自
由
俵
か
つ
ぎ
重
品
目
均

人

員

十

名

決

勝

二

回

平
均
台
の
前
で
と
ま
り
前
方
に
あ
る
び

ん
を
ボ
l
ル
で
倒
す

こ

二
本
あ
る
が

一

で
も
可
間
際
印
0
2）

引
き
継
ぎ
は
後
の
旗
を
ま
わ
り
五
米
の

聞
で
次
の
者
に
ボ
1
ル
と
バ
ト
ン
を
渡

す
。
競
技
順
は
女
子
十
五
名
が
終
っ
て

か
ら
引
子
十
五
名
が
行
う
。

ω昔
年
・八

O
O米
継
走

比
例
二
十
五
才
以
下
出
三
名
女
三
名

、
山
一
人
二

O
Oポ
r

一

一

一

弘
勝
二
回

戸
女
一

人
一

O
O氷
、

走
順
明
女
到
女
男

※
背
年
と
は
中
学
校
卒
業
の
者
で
満
＝
十

五
才
ま
で
の
者

①
重
量
挙
（
到
〉

俵
の
重
量
印
。

ε

満
二
十
五
才
ま
で

一
名

満
二
十
六
才

t
三
十
五
才

一
名

満

三

十

六

才

以

上

一

名

「
用
意
」
の
合
凶
で
俵
を
肩
に
か
つ
ぎ

ド
ン
」
の
号
報
で
俵
を
挙
げ
る
。
計
時

え
す
。

ゴ
i
ル
ハ
イ
の
高
さ
M
g
m
o
s

三
方
に
舌
が
つ
い
て

τる
網

な

し

①
年
令
別
九

O
O米
継
走

各

一
O
O米
決

勝

二
回

走
順
年
少
順
男
女
男
女
男
女
男
女
男

満
二
十
六
才

t
三
十
才
の
男
子
一
名

満
＝
一十
一
才

t
一
ニ
十
五
才
の
男
子
一
名

満
三
十
六
才

t
四
十
才
の
男
子
一
名

満
四
十
一
才

t
四
十
五
才
の
男
子
一
名

満
四
十
六
才
以
上
の
男
子
一
名

満
二
十
六
才

t
一
二
十
才
の
女
子
一
名

制
三
十

一
才

t
一二
十
五
才
の
女
子
一
名

満
一二
十
六
才
以
上
の
女
子
二
名

①
び
ん
倒
し
縦
走

満
四
十
六
才
以
上
男
女
各
十
五
名

決
勝
二
回

,-

昭
l
和
一
什
い
岡
l
ほ
」

一

朝

日

町

民

体

育

大

会

種

目

出
発
合
凶
の
号
線
で
山
発
線
に
あ
る
ポ

ー
ル
四
例
を
向
腕
で
か
か
え
て
務
さ
な

い
よ
う
に
走
り
引
き
淋
ぎ
は
肱
を
ま
わ

っ
て
五
米
の
間
で
す
る
。

、
団
体
演
技
種
目

①
保
育
園
逝
戯

①
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
（
第
一
ラ
ジ
オ
体

操
〉

一
列
な
二
十
名
と
し
各
地
区
い
く

出
発
し
N
O
ヨ
前
方
に
あ
る
「
台
上
に
の

っ
て
い
る
ポ
l
ル
」
を
泌
さ
な
し
よ
う

に
決
勝
紘
に
入
る
。
ム
臼
の
規
格

ωo
g
x

g
s
×
内
の
り
で
一
－mZ
制
の
い
い
火
さ

－

E
M
色
、～必
ず
先
の
輸
を
も

っ
て
引
く
。

⑦
あ
の
子
も
こ
の
子
も
可
泣
い
献
花

地
区
町
内
会
長

出
発
し
三
十
米
前
方
に
あ
る
日
さ
三
米

の
綱
の
上
を
持
っ
て
い
る
ボ
l
ル
で
越

さ
せ
た
後
受
け
取
っ

て
引
き
返
す
。

受
取
る
際
ポ
ー
ル
が
地
に
つ
い
た
ら
何

回
で
も
く
り
返
す
。

①
お
ず
み
の
も
ち
引
き
競
走

詰
五
十

一
一イ以
上
の
男
女
各
二
名

決
勝
四
回

は
俵
が
頭
－
の
水
平
線
を
完
全
に
は
な
れ

た
瞬
間
か
ら
1
お
ろ
し
た
と
き
俵
の
下

部
が
頭
の
水
平
線
ま
で
と
す
る
。
計
一
一
一

名
の
記
録
の
集
計
を
も
っ
て
等
位
を
つ

け
る
。
試
技
一
人
一
回

二
、
地
区
代
表
に
よ
る
採
点
外
種
目

①
青
年
む
か
で
競
走

満
二
十
五
才
以
下
男
子
五
人
組

満

二
十
五
才
以
下
女
子
四
人
組

入

O
米
決
勝

一
回

六

O
米
決
勝

一
回

①
二
人
三
脚
競
走

満
二
十
六
才
J
四
十
才
の
到
女

地
区
一
二
組
（
八

O
米
）
決
勝
三
回

①
制
越
し
ポ
l
ル
競
走

満
四
十
一
才

t
五
十
才
の
男
女

各

二

名

決

勝

凹
山
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朝 日
昭和 36年

町長寿
かぞえ年

番付

大
久
保
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郎
八
五
大
家
庄

古
沢
権
太
郎
八
五
大
家
庄
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